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　2014 年の第二次穂別恐竜発掘では、現地での細かい発掘を省略して、化石を地層ごと大き

く取り出す方法で作業を進めたため、作業の進行が早く進んだ反面、採集している骨化石の

鑑定はそれほど進みませんでした。そのため、正確にはどの部位を採集しているのかは分か

りませんでした。

　2014 年の第二次発掘までに採集した部分の全体像を示したのが上の図です。これまでに採

集したのは、骨化石が含まれる 7ｍｘ4ｍの範囲で、これは穂別恐竜の推定されている大きさ

にほぼ一致します。

　第二次発掘で産したのは扁平で不定形の巨大な石灰質ノジュール（石灰分が濃集し、硬く

なっている岩石）で、これに多数の骨化石が入っていました。

2014 年第二次穂別恐竜発掘報告②
ほぼ全身と見られる骨化石入り岩石を採集

骨化石を含む部分（採集済み）

骨化石を含む石灰質ノジュール
（採集済み）

同じハドロサウルス科で同サイズの
オロロティタン骨格図
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産地で発見された穂別恐竜の骨化石の分布および上顎骨と遊離した歯の発見された場所。
オロロティタンの骨格無し（左）とあり（右）

発掘写真の範囲
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【公共交通機関による来館案内】（バス停「穂別中央」～博物館は徒歩約 10 分）　
　往路（札幌・苫小牧方面▶博物館）
　・新千歳空港 10:40 ①▶穂別中央 12:03

　・札幌駅 8:10 ②▶むかわ四季の館 9:35 -( 乗換 )- むかわ四季の館 9:41 ④▶穂別中央 10:45

　・苫小牧駅 8:00 ③▶鵡川駅 8:29 -( 乗換 )- 鵡川駅前 9:39 ④▶穂別中央 10:45

　帰路（博物館▶札幌・苫小牧方面）
　・穂別中央 16:17 ①▶新千歳空港 17:40

　・穂別中央 15:40 ④▶鵡川駅前 16:45 -( 乗換 )- 鵡川駅 17:24 ③▶苫小牧駅 17:54　

　①道南バス　新千歳空港直行便（1,470 円）　前日の 16 時までに予約（0145-45-2284）

　②道南バス　高速ペガサス号（2,340 円）　事前予約（0146-42-1231）

　③ JR 日高本線（620 円）

　④道南バス　穂別鵡川線（200 円） 　　※各料金は大人１人分

　このノジュールの縁

（図の下側）を中心に遊

離した歯の化石が多産

しました。遊離した歯

の分布中心の岩石を採

集し、早急にクリーニ

ング作業を進めたとこ

ろ、頭骨の要素である

上顎骨の一部が確認さ

れました。他の頭骨の

要素についても周辺の

岩石中に埋まっている

と考えられています。

　恐竜化石のクリーニ

ング作業が終了してい

ませんので、断片的に

しか分かりませんが、

これまでに少なくとも

尾の先から、頭骨の一

部までが産したことに

なります。今後もクリー

ニング作業を進めてい

くことで新たな発見が

続き、最終的には全身

骨格が確認されるだろ

うと見られています。

　恐竜化石のクリーニ

ング作業は、穂別博物

館で 3人体制で、また

北海道大学総合博物館

でも数名のボランティ

アの方に進めていただ

いています。クリーニ

ングには時間がかかる

ので、最終的にクリー

ニングが終了するのは

５年以上先になると見

られています。

　 学芸員　西村智弘

頭骨の一部（上顎骨の一部）を確認！！

2014 年第二次発掘の発掘ようす。写真中央の部分が扁平で巨大

な石灰質ノジュール（9月 12 日）。

写真中央の黒い部分；上顎骨の一部であることが確認された化石

（断面）。
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